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金沢大学人間社会学域博士研究員 野澤 豊一 
 
第 1 章は、砺波市の夜高祭についての概要である。本報告書では、第 2 章から第
5 章の執筆者が、砺波夜高祭に参加する 14 町から各々一つの町を選び、詳細な報告





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 砺波夜高祭は、毎年 6 月の第 2 週の金曜日と土曜日の 2 日間に行われる。砺波夜
高祭では、初日の「夜高行燈コンクール」と 2 日目の「夜高行燈の突き合わせ」と
いう 2 つのイベントがメインとなっている。2009 年の統計データによると、祭りが
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 以下の表 3 は、今年（2010 年）に開催した砺波夜高祭 2 日目の突き合わせの組合
わせ表である。表の中には対戦組み合わせと対戦時間を記載している。突き合わせ
は 20 時 45 分に、2 か所で同時に始まり、そして、23 時 25 分に終了する。1 回の対
戦時間はおよそ 20 分間である。 
 
表 3．夜高行燈突き合わせの組み合わせ表 
対戦時間 富山第一銀行砺波店前 北陸銀行砺波店前 
1 20：45～21：05 鍋島  VS  広上町 新富町 VS  桜木
町 
2 21：05～21：25 太郎丸 VS  深江 南町  VS  春日
町 
3 21：25～21：45 新栄町 VS  神島 三島町 VS   新
町 
4 21：45～22：05 太郎丸 VS 木舟町 鍋島  VS   東
町 
5 22：05～22：25 南町  VS 桜木町 新栄町 VS   深
江 
6 22：25～22：45 新富町 VS 木舟町 鍋島  VS   神
島 
7 22：45～23：05 三島町 VS  東町 太郎丸 VS  春日
町 
8 23：05～23：25 新富町 VS  新町 南町  VS  広上
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児童会 小学生の親（人数は 50～60 人） 





























































































































































































































3 月 6 日 （土） 製作検討① 
21 日（日） 製作検討、準備② 
23 日（火） 製作開始日 
4 月 3 日（土） 夜高 総会 
5 月 22 日（土） 中入り 
30 日（日） 台締め
だ い じ め
  
6 月 6 日（日） 縄締め
な わ じ め
 
8 日（火） 組立て 
9 日（水） 仕上げ 
10 日（木） 製作予備日 
11 日（金） 曳きまわし 
12 日（土） 曳きまわし、突き合わせ、行灯解体 













5 月 30 日には「台締め」が行われた。この日は事前に連絡があり、40 人くらいが
集まった。台締めは非常に難しい作業であるため、青年会の OB の方々の手伝いが


































































    
 






























































































































































































































































































































































































































































6 月 11 日（金曜日） 
砺波夜高祭において、太郎丸は大行燈と小行燈の両方を出している。当日の大行
燈・小行燈のスケジュールは、以下表 4 と表 5 の通りである。 
 




 6 月 11 日が砺波夜高祭の初日である。この日の太郎丸夜高の参加者の集合時間は
午後 4 時半となっている。私が午後 1 時に着いた時、すでに何人が集まっていた。
今日、行燈にバッテリーを取りつける作業がある。大行燈に取り付けるバッテリー
は全部で 14 個あり（大行燈）、他の町より多いそうだ。バッテリーは多いとは言え、
2 日間は持たないため、1 日目終了後には充電しなければならない。 
集合時間に近づくと共に人がどんどん集まってきた。出発する前に、太郎丸正風
会館前で裁許はお神酒持ち、副裁許はお清めの塩を持ち、行燈の台に沿って、一周
16:00  集合    太郎丸会館        
18:00  出発 曳き廻し              
18:50  休憩 斎藤銘木店横          
19:15  出発 出町中心部へ          
19:45   審査会場（審査 20:00）北陸銀行前 
20:00   出町神明社前 
20：30  到着 金森自転車前（児童と母親は解散、大行燈を先導する）  
20：30  以後 大行燈を先導するため、以下の大行燈の巡行と同様 
17:30  集合 太郎丸会館    
18:00  出発 曳き廻し     
18:50  休憩 斎藤銘木店横   
19:15  出発    出町中心部へ   
20:00  本町交差点付近で待機 
20:45 審査会場（審査 21 時から） 待機 展覧 
22:10 審査発表 
22:20  出発 曳き廻し     








































































































































































































表 6.太郎丸小行燈 2 日目の流れ 
 




祭り 2 日目は夕方 6 時 20 分頃に、太郎丸正風に出発した。町内の練りまわしをし





17:00 集合 太郎丸会館前     
18:30 出発 出町中心へ      
19:30 写真撮影 光影社前       
20:00 中村百貨店前 
20:40 児童、母親解散 金森自転車店前   
20：40 以後 大行燈を先導するため、以下の大行燈の巡行と同様 
17:00  集合  太郎丸会館      
18:20  出発 出町中心へ      
19:20  写真撮影 光影社前       
19:50 突き合わせの準備 
20:30  待機 龍三前        
20:45 突き合わせ開始 
21:05  対深江町 富山第一銀行前   
21:45  対木舟町 富山第一銀行前   































































































































































































































































































































































































































































































と呼称する。平成 22 年度 8 月時点では、春日町の総世帯は 143 世帯であり、そのう
ちマンション住民は 73 世帯、旧住民は 70 世帯となっており、マンション住民と旧
住民の割合はほぼ同じとなっている（図 2）。前節で紹介した太郎丸は 575 世帯が暮
らしており、それに比べると比較的小規模な地域である。 
 
図 2. 春日町の世帯数 
 次に、春日町の世帯のうち、夜高制作に参加した世帯について記述する。これは、
参加人数、参加回数、参加内容を問わず、少しでも夜高制作に参加した世帯を数え































体の 4 分の 1 程度であり、数字から考えると、マンション住民の参加率は少ないよ
うに思える。 
だが、春日町の 30 代の男性に聞いたところ、「現状として、20 人ほどの青年会の












の所属する鹿の子クラブ、満 42 歳までが所属する青年会、満 60 歳以上が所属する






青年会 満 42 歳までの男性 
春日町夜高保存会 （青年会の選抜メンバー） 





























































































































































































































 祭本番の 2 週間前までに、保存してある丸太を出して、夜高の台部分を組み立て
る。 
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6-2.2 日目の様子  
 春日町は、1 日目の行燈コンクールで、砺波市議会議長所を受賞した。行燈コンク
ールで賞をとった町の夜高には、賞の名前が書かれた長い紙が貼られる。 













































































































































































































































































































































































































木舟町の人口は、平成 22 年度 9 月の時点では、男 81 名、女 95 名、計 176 名、
世帯数は 77 世帯である。平成 18 年度は、人口 108、世帯数が 30 前後だったのが、
平成 19 年には人口 163、64 世帯となり、世帯数に関してはほぼ倍に跳ね上がって
いる。それ以降も世帯数は増え続けている。これは、平成 19 年に木舟町にマンショ
ンができ、外部から多くの新しい世帯が入居してきたことによる。しかし、先に報






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































うちの二つは足場を組んで、東町と同じようなプレハブの制作所の A と制作所 B、
もうひとつは、個人宅のガレージを制作所にした制作所 C である。制作の中心とな
るのは制作所 A であり、ここではダシが作られる。制作所 B ではツリモンが制作さ
れ、制作所 C では、下絵描きや蝋引きなどがコアメンバーによって行われる。台締
めが終わった台は、ブルーシートをかけられて公園におかれる。組み立てた後は、
夜高は制作所 B に収納される。 
 
7-2. 制作所の雰囲気 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 新町は、砺波駅の北側に、徒歩 10 分ほどの場所に位置している。出町の中では、
春日町、木舟町、桜木町、東町を合わせた、夜高祭区分の「東五町」に属している。
夜高祭りについてのこれまでの報告の中で、人口規模も、地域面積ももっとも小さ
い。先の報告で取り上げられた木舟町は人口 176 名、世帯数が 77 世帯であるが、新





















































































































































































































































































































































































































































































































































4-1. 1 日目（6 月 11 日）の流れ 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地下水位は低く、18 メートル程であるが、地区西部のあたりは比較的浅く 7~8 メー
トル程となっている。この一帯は平野で、かつては加賀藩の統治のもと稲作で栄え
た歴史をもち、1727 年には 3,654 石の加賀藩統治下で第一の大村となった。 





































































































































































































































































































































































































































鷹栖の夜高祭は、第 2 部 1 章の砺波夜高祭とは別の祭りである。観光用として外
部の人に見せるということを目的としておらず、突き合わせも行われない。あくま
で地域の人たちが地域の人のために行っている内側に向けられた祭りである。 
夜高祭は別名「ヤスゴト」とも呼ばれ、例年 6 月 10 日と 11 日の両日に田植えを
終えた祝い事として行われており、五穀豊穣・商売繁盛・家内安全が祈願される。
以前は集落ごとに小さな夜高行燈を作り火を灯して歌いながら地域をまわっていた






い 2001 年（平成 13 年）に途絶えた。 
夜高は途絶えたが、伝統文化を残す目的で小学校と PTA が連携し、4 年生以上の
児童が田楽行燈を作り地域内を東西のコースに分かれてまわるという行事は続けら
れていた。その甲斐もあって昨年（2009 年）、8 年ぶりに鷹栖夜高保存会を中心に夜




今年の夜高祭は実施日が変わり、6 月 4 日（金）と 5 日（土）に行われた。日程
が変わった背景には、主な祭りの担い手が社会人であるため平日だとなかなか休む
ことができないということがある。また、砺波夜高祭が毎年 6 月の第 2 金曜日、土
曜日に行われており、同日開催だと助人に行く人が参加できなくなるし、見に行き
たい人もいるだろうということも理由にある。そこで昨年鷹栖の夜高を復活する際










































































     
















    
    
    

















































































区から 7 区と 13 区の合計 8 つの区からなる。毎年 2 つずつ、1 区と 4 区、2 区と 5










（写真 7 参照）。演じ手は、獅子頭が 1 人、胴幕の先頭両側に 1 人ずつ、胴幕内に 4










了章寺の落慶法要などの祝い事の際にも行われている。1973 年（昭和 48 年）には
親鸞聖人の 700 回忌の際都合により休止していた獅子舞が再び行われた。それがき
っかけとなって戦前は砂田敏二方で保存されていた獅子が正安寺で保存されるよう
になり、練習も同寺の境内で行われるようになった。2002 年（平成 14 年）には、
正安寺本堂の横に小屋が立てられ、現在獅子はその小屋に保存されている。 
 更にこの東部の獅子舞は、1997 年（平成 9 年）にカナダのオタワ市で行われたカ

















































     













    
0 分に正安
子取りの
      










   写真
寺に集合し
小学生は母















































































































































































































































































か正直自分たちでもわからない」と語る 30 代の男性もいた。 
祭りに携わっている住民たちは、祭りに参加するのは当然という意識に基づいて
参加しているとのことであったが、祭りを通して近隣住民とのつながりが強化され

































































































































































































鷹栖村史編纂委員会（編） 2008 『鷹栖の歴史 戦後 60 年の歩み』  
鷹栖自治振興会 
林宏（著） 2005 『鷹栖古老聴書』 鷹栖自治振興会 
金田章裕／藤井正（編） 2004『散村・小都市群地域の動態と構造』 
京都大学学術出版 
祖父江孝男／米山俊直／野口武徳（編） 1987 『改訂文化人類学事典』  
株式会社ぎょうせい 


















































































































































































































から 3 年後の 1948 年には輸出が再開され、1964 には 2000 万球の輸出に成功し、
砺波は現在までに日本屈指のチューリップ産地として知られるようになった。 
 
2-2.  チューリップフェアの歴史 
チューリップフェアは 1952 年に第一回が開催された。20 万本のチューリップが
展示されたというが、現在のような整備された展示というより、園芸分場としての





































































































































































































































































































































































































































































































                      
 

















































































































































































































































































































































































東潔 1946 「砺波チューリップ成功の秘密」 分園社 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































木材が不足するようになったことで、1943 年（昭和 18 年）の春以降、直径一尺五









                                                  












































































































































































































い。枝打ちなどの手入れをおこなう頻度は毎年おこなうと言う人から、10 年に 1 度
と言う人、特に決めていないという人などさまざまな回答である。業者に依頼する
際、市からの援助3があるが、それでも、数万円程度の費用がかかり、「手続きが面
                                                  
3 砺波市散居景観保全事業補助金交付要綱（2004 年（平成 16 年）11 月 1 日）による



























































































































































































































































れば、中野は総面積が 4.78 平方キロメートル、うち耕作面積が 292 ヘクタールであ




















































































































































































































































































































































































































20 年前に中野に嫁いできた 40 代女性は「だんごと小豆と根菜類を味噌か醤油で味
付けて煮ていた。でも、私がこっちにきて 2 回ほどしか食べてないわ」と話した。 
 
笹餅 




























































2 回から 3 回程度、スーパーを利用するという人が多かった。しかし、自動車を保
有しない高齢者世帯では、家族に週 2，3 回スーパーに行ってもらい、食材を調達し
てきてもらうとの声もあった。中野にはスーパーがなく、鮮魚店が 1 件、商店が 1








を食べる頻度に差があるのかもしれない。次の表は、中野地区に住む 30 代から 60




表 3.中野の住民の 1 日の献立 
A さん（60 代）、農家、1 世代世帯（8 月某日） 
朝 昼 夕 
・ごはん ・トースト ・ごはん 
・卵焼き ・イチゴジャム（自家製） ・豚肉の生姜焼き 
・なすと千石豆の煮物 ・チーズ ・酢ずき 
・わかめとオクラの味噌汁 ・アイスコーヒー ・なすの漬物 
・なすの漬物   ・インスタントおすまし 
 
B さん（60 代）、農家、2 世代世帯（8 月某日） 
朝 昼 夕 
・ごはん ・冷やしそば ・ごはん 
・味噌汁 ・サンドウィッチ ・かぼちゃサラダ 
・半熟卵 ・飲むヨーグルト ・チャプチェ 
・のり     








C さん（60 代）、農家、3 世代世帯（10 月某日） 
 
D さん（60 代）、農家、1 世代世帯（10 月某日） 
朝 昼 夕 
・ごはん ・ごはん ・ごはん 
・つる豆のごま和え ・里芋の煮物 ・味噌汁 
・味噌汁 ・味噌汁   
 
E さん（60 代）、農家、2 世代世帯（10 月某日） 
朝 昼 夕 
・ごはん ・ごはん ・ごはん 
・わかめとほうれん草の味噌汁 ・野菜炒め ・さんまの塩焼き 
・目玉焼き ・冷奴 ・赤ずいきの酢もの 
（ウィンナー、ブロッコリ）   ・キノコ入り湯豆腐 
・大根菜のよごし   ・果物 
（ピーナッツ和え）   （りんご） 
 
F さん（50 代）、農家、2 世代世帯（10 月某日） 
朝 昼 夕 
・食パン ・やきそば ・栗と山菜のおこわ 
・りんご   ・インゲンのごま和え 
・コーヒー   ・肉団子甘酢あんかけ 




朝 昼 夕 
・パン ・ごはん ・ごはん 
・サラダ ・冷奴 ・野菜炒め 
・コロッケ ・野菜の煮物 ・里芋の煮付け 
・ハム ・焼き魚 ・味噌汁 




G さん（30 代）、非農家、2 世代世帯（10 月某日） 
朝 昼 夕 
・トースト ・コンビニ弁当（父） ・ごはん 
・スクランブルエッグ ・ビーフシチュー（母） ・イカフライ 
・りんご ・給食(子ども) ・大根の味噌汁 
・納豆   ・サラダ 
・お茶     
 
H さん（30 代）、非農家、2 世代世帯（10 月某日） 
朝 昼 夕 
・パン ・チャーハン ・ごはん 
・ヨーグルト   ・味噌汁 
    ・コロッケ 
    ・魚のフライ 
    ・ポテトサラダ 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































砺波市農業委員会 平成 21 年度資料 
富山県民生涯学習カレッジ砺波地区センター 2009 「事例集 となみ野の食卓」 
堀田良 1989 「日本の食生活全集 16 聞き書 富山の食事」  
「日本の食生活全集 富山」編集委員会編 農山漁村文化協会 




富山県農林水産部農産食品課 2010 「越中とやま食の王国 とやま食の匠」 
 153 
 







































いる」という理由によって、1996 年（平成 8 年）に国土交通省から「水の郷百選」








































流れを一本にする工事を始めた。堤防の長さ 2 キロメートルにもわたり、45 年の歳月と















































































































































































































































































ダム建設の計画を立て、1916 年（大正 5 年）に庄川水利権の使用を願い出た。浅野
は、庄川の堤防に立って水量豊かな激流を眼下に見下ろし、「おお黄金が流れる。黄
金が流れている」と絶叫したと伝えられている。 











 やがて反対運動は、電力側を相手に裁判へと発展し、約 8 年にもわたって法廷で
争ったが、最終的に内務省土木局長の和解案を双方が受け入れ和解した。 
 小牧ダム建設は 1925 年（大正 14 年）4 月に着手し、5 年の歳月をかけて完成。
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